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受賞した佐藤 宏弥氏 夫妻

結城市農村青少年クラブが農業祭を開催しました!

結城農業かわら版

11月23日，結城市農村青少年クラブは毎年恒例の農
業祭および農産物共進会を開催しました。本年度で記念
すべき第50回目となる農業祭は，クラブ主催のイベン
トであり，クラブ員は１ヶ月以上前から準備にあたりま
した。
前日に行われた共進会審査会では，結城市内の農業者

により111品目もの農産物が出品されました。クラブ員
だけでなく，市役所，JA職員，普及センターが審査員と
なり，専門家・消費者の立場から審査を行いました。

当日は，審査により各部門で１位となった農業者に対し，
クラブ会⾧，市⾧，普及センター⾧等から各賞の授与が行
われました。そのほか，会場では共進会出品農産物の展
示・即売会も行われました。また，クラブ員は焼きそばや
焼き鳥，綿あめの販売も行われ，あいにくの雨になりまし
たが，農業祭は賑わいを見せていました。
今後も結城市農村青少年クラブが主催の地域交流イベン

トを通じ，地域農業のより一層の活性化が期待されます。

11月14日，トキタ種苗株式会社大利根研究農場にお
いて，アグリ講座「種苗会社現地研修会」を開催しまし
た。今回の講座には，結城管内の生産者だけでなく，筑
西・坂東管内の新規就農者計10名が参加しました。
オープンデーでは，トマトやネギ，レタスといった普

段良く見る野菜から，ビーツやメランツァーネ・ビス
テッカ(ナス)などの付加価値の高いイタリア野菜が展示
されていました。受講生がトキタ種苗の担当者質問して
いる姿も見られるなど，熱心に学習していました。

常総市菅生町の和牛一貫経営農家の佐藤宏弥氏が，11月21日に
東京赤坂の石垣記念ホールで開催された，大日本農会主催 令和元
年度農事功績者表彰式にて緑白綬有功章を受章されました。
佐藤氏は地域に先駆けて和牛の繁殖・肥育一貫経営を開始し，

水田や耕作放棄地を活用した繁殖牛の周年放牧，稲WCS等の自給
飼料活用による土地利用型畜産の実践をしてきました。また，高
度な肥育/繁殖技術により規模拡大と安定経営を実現し，その功績
が認められ受章につながりました。

和牛一貫経営農家の佐藤宏弥氏が緑白綬有功章を受章されました

第6回結城地域農業学園アグリ講座(第3回県西広域講座)を開催しました!



石下直売所で第25回感謝祭を開催しました!

ほ場審査の様子

受賞者

講習会の様子

ジョイント栽培

防犯カメラの設置

12月1日，石下農産物直売所において「第25回感謝祭」が開催
されました。今年で25回目となる感謝祭では，毎年大盛況のヤキ
ソバやすいとん，甘酒が無料配布されました。当日は晴天にも恵
まれ，多くのお客さんが集まりました。
今年は，2度の台風直撃を受けましたが，農作物の生育は順調に

進み，彩り豊かな野菜が並びました。カゴいっぱいに購入する方
も多く，大変賑わっていました。

生産者同士
の情報交換 倉庫の施錠 トラクターの施錠

詳細が掲載されているパン
フレットは，農水省ホーム
ページまで!

警察への緊急連絡は
110番近年農作物・農機具の盗難が増えています。地域一丸

となって盗難防止対策を行いましょう!

農作物・農機具盗難防止対策
感謝祭の様子

結城青年部が立毛品評会を開催しました!
北つくば農業協同組合結城青年部では、毎年、レタス・ハクサ

イの立毛共進会を開催し、部員同士で競い合い、情報交換をしな
がら、技術の向上に取り組んでいます。
今年は11月1日に青年部員14名が参加してレタス5ほ場・ハクサ
イ11ほ場を回り、生育状況や病害虫防除、雑草などのほ場管理に
ついて全員で審査を行いました。

審査結果に基づき、11月29日には表彰式を開催，上位入賞者3名に対し
て青年部園芸部⾧等から賞状が授与されました。
出品ほ場は入賞者のほ場を筆頭に丁寧に管理されていましたが、生育期間中
の台風や大雨の影響を受けた部員も多く、共進会当日はほ場を見ながら排水
対策や栽培品種、雨後の管理などについて、お互い活発に意見を交わす姿が
見られました。

茨城県梨組合連合会研究部の現地検討会を開催しました!
12月4日，八千代町現地ほ場においてナシの改植を

テーマにした研修会が開催され，県内各地のナシ生
産者・関係機関約50名を集まり，樹体ジョイント仕
立て等について研修しました。
樹体ジョイント仕立ては，ナシ樹を一列に密植し

主枝先端を隣の樹に接ぐ仕立て方です。密植による
早期成園効果があることに加え，作業動線が直線に
なるため様々な管理作業の省力化に繋がります。
従来の植え方とは大きく異なるため，植栽場所の決
め方やほ場の準備方法等，取組のコツについて確認
しました。
ナシ産地の高齢・高樹齢化が全県的に課題となっている中，ナシ

園の若返りを図る一手となることが期待されます。


